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一般質問

①
既
に
自
動
車
保
険
特
約

等
で
補
償
対
象
か
チ
ェ
ッ

ク
す
る
チ
ラ
シ
を
作
り
、

学
校
等
で
配
布
を
②
校
長

会
で
検
討
を
③
交
通
安
全

教
室
に
保
護
者
参
加
を
④

駐
輪
場
の
登
録
時
な
ど
で

配
布
を
⑤
交
通
災
害
共
済

の
特
約
化
等
取
り
組
み
を
。

教
育
部
長　
保
険
の
重
要

性
は
高
い
。
小
中
学
生
の

自
転
車
事
故
は
過
去
３
年

間
で
計
44
件
、
児
童
生
徒

間
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
け
が

は
同
計
12
件
。
学
校
管
理

惣右衛門公園サッカー場
　　の敷地外に駐車場を
「今ある施設の活用をお願いしたい」

本田 哲 議員

施
設
整
備

大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　学
習
支
援
に
活
用
し
て
は

「
大
変
有
意
義
な
こ
と
」

真
木 

大
輔 

議
員

人材活用

議
員　

人

工
芝
化
さ

れ
た
惣
右

衛
門
公
園

サ
ッ
カ
ー

場
は
、
利
用
者
が
毎
年
３

万
人
を
超
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
敷
地
内
駐
車

場
は
30
台
と
限
り
が
あ

り
、
敷
地
外
に
駐
車
場
の

整
備
を
望
む
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
敷
地
外
に
駐

車
場
整
備
は
で
き
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長　
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

議
員　

学

力
格
差
や

貧
困
の
連

鎖
が
問
題

と
な
っ
て

お
り
、
学
習
支
援
は
ま
す

ま
す
重
要
で
あ
る
。
市
内

の
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
全
市
的
に
募
集
し
て
は
。

教
育
部
長　
教
職
を
目
指

す
大
学
生
に
と
っ
て
、
経

験
を
積
む
こ
と
は
大
変
有

意
義
な
こ
と
。
地
域
の
大

学
生
を
活
用
で
き
る
よ

う
、
学
校
応
援
コ
ー
デ
ィ

小中学生に個人賠償責任
　　　保険の加入促進を
「大変重要。効果的に啓発する。」

金野 桃子 議員

自
転
車
保
険

議
員　

本

来
、
保
険

は
個
人
判

断
だ
が
、

本
市
は
自

転
車
事
故
も
多
く
、
特
に

小
中
学
生
は
自
転
車
事
故

だ
け
で
な
く
友
人
へ
の
け

が
等
、
日
常
生
活
の
事
故

も
補
償
す
る
個
人
賠
償
責

任
保
険
は
大
切
。
そ
こ
で

議
員　
「
今
後
、
市
の
税

収
が
減
る
」
と
い
う
が
人

口
増
や
消
費
税
で
収
入
が

危
機
を
あ
お
る
よ
り

　
　く
ら
し
守
る
努
力
を

「
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
必
要
」

岡
嵜 

郁
子 

議
員

戸田市財政
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地方消費税交付金
７億円増

法人市民税
３億８千万円減

1,189,983 

1,889,983 

地方消費税交付金
７億円増

2,407,731 

３億８千万円減▶
今
後
も
市
の
収
入
は
、
そ
れ
ほ
ど

減
り
ま
せ
ん
。

な
意
見
を
い
た
だ
い
て
き

た
が
、
今
あ
る
施
設
を
活

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
た
い
。

議
員　
新
曽
第
一
土
地
区

画
整
理
地
内
の
未
利
用
市

有
地
を
活
用
で
き
な
い
か
。

財
務
部
長　
市
所
有
の
未

利
用
地
は｢

有
効
活
用
を

図
る｣

と
し
、
売
却
を
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
い

る
。

議
員　
施
設
と
し
て
何
が

ネ
ー
タ
ー
に
要
請
し
て
い

く
。

議
員　

現
役
時
代

に
戸
田
市
に
移
り

住
ん
だ
方
は
、
退
職

後
に
地
域
で
孤
立
し

が
ち
で
あ
る
。
シ
ニ

ア
男
性
の
地
域
交
流

や
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
、
シ
ニ
ア
男
性

対
象
の
子
育
て
人
材

養
成
事
業
を
実
施
し
、

学
童
で
の
学
習
支
援
員

や
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
安
全
管
理
員
等
と
し

下
で
の
事
故
に
よ
る
共
済

支
給
は
同
計
２
０
３
４

件
、
約
２
８
５
０
万
円
。

日
常
生
活
の
事
故
も
補
償

す
る
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
個

人
賠
償
責
任
保
険
（
特
約
）

は
笹
目
中
と
美
女
木
小
の

み
加
入
①
担
当
課
と
協
力

し
効
果
的
な
も
の
を
研
究

し
て
い
く
②
実
施
可
能
③

受
入
可
能
⑤
２
校
の
特
約

加
入
を
他
校
に
伝
え
る
。

市
民
生
活
部
長　
保
険
は

大
変
重
要
。
自
転
車
人
身

事
故
は
平
成
25
年
２
９
５

件
、
死
傷
者
３
０
４
人
。

①
町
会
・
子
ど
も
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
へ
配
布
す
る
②
担
当

課
が
校
長
会
で
説
明
す
る

③
積
極
的
に
呼
び
掛
け
、

保
険
も
周
知
す
る
④
検
討

す
る
⑤
情
報
収
集
す
る
。

▶
ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
イ
ト
と
は
、
事

故
を
再
現
す
る
交
通
安
全
教
室
。

　

自
転
車
事
故
は
約
１
億
円
の
賠
償
責

任
判
決
も
出
て
い
ま
す
。

増
え
る
こ

と
を
市
民

や
議
会
に

ど
う
説
明

す
る
の
か
。

財
務
部
長　
税
制
改
正
で

法
人
市
民
税
が
４
億
円
減

る
。
地
方
消
費
税
交
付
金

は
７
億
円
増
と
な
る
が
、

消
費
税
に
よ
る
経
費
増
が

４
億
円
あ
り
、
差
し
引
き

１
億
円
の
減
収
を
見
込
む
。

今
後
も
人
口
増
に
よ
る
税

収
増
は
見
込
み
に
く
い
。

議
員　
「
財
政
が
厳
し
い

原
因
は
増
え
続
け
る
社
会

保
障
費
」
と
い
う
が
、
国

や
県
の
負
担
を
除
け
ば
、

市
負
担
は
費
用
の
３
分
の

１
。過
大
に
言
い
過
ぎ
だ
。

財
務
部
長　
国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
の
特
別
会

計
も
合
わ
せ
れ
ば
、
社
会

保
障
関
連
経
費
は
今
後
も

増
え
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

議
員　
こ
の
間
、
市
庁
舎

耐
震
化
、
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
、
上
戸
田
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
の
国

な
ど
公
共
施
設
建
設
が
集

中
し
て
き
た
。
財
政
が
厳

し
い
な
ら
①
費
用
に
上
限

を
決
め
、
②
今
後
は
計
画

的
修
繕
で
建
物
を
大
事
に

使
う
べ
き
で
は
。

財
務
部
長　
①
今
後
は
費

用
を
抑
え
る
努
力
を
す
る

②
現
在
公
共
施
設
の
点
検

中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に

応
じ
て
、
建
て
替
え
も
あ

り
得
る
。

議
員　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
削

減
、
値
上
げ
が
先
行
し
て

い
る
。
市
民
の
く
ら
し
や

人
権
を
守
る
立
場
で
財
政

運
営
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

市
長　
急
速
に
進
む
高
齢

化
に
対
応
す
る
た
め
、
健

全
財
政
を
維
持
し
て
い
く
。

て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　
シ

ニ
ア
男
性
の
潜
在
力
を
子

育
て
支
援
活
動
に
生
か
せ

る
よ
う
な
研
修
内
容
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
電
子
情
報
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
も
大
切
だ
が
、

物
理
的
な
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
も
見
落
と
し
て
は

な
ら
な
い
①
市
民
や
業
者

高
齢
者
の
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ

バ
ス
料
金
を
無
料
に

          つぶやき
私
も
こ
れ
を
機
に
自
転
車

保
険
に
加
入
し
ま
し
た
！

          つぶやき
市
財
政
は
だ
れ
の
た
め

に
あ
る
の
？

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

特
集 

議
会
を
知
っ
ｔｏ
ｃ
ｏ

知
っ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ク
イ
ズ

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

特
集 

議
会
を
知
っ
ｔｏ
ｃ
ｏ

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、

市
内
外
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
っ
て
み
て
は
。

市
民
生
活
部
長　
要
望
を

聞
い
て
も
解
決
で
き
な
い

と
い
う
問
題
も
生
じ
て
く

る
。
し
か
し
、
使
い
勝
手

等
で
改
善
で
き
る
と
こ
ろ

は
改
善
し
、
予
約
シ
ス
テ

ム
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

は
別
に
運
用
し
て
い
る
シ

ス
テ
ム
な
の
で
、
今
後
、

可
能
な
の
か
ど
う
か
研
究

し
て
い
き
た
い
。

議
員　
75
歳
以
上
の
高
齢

者
の
外
出
支
援
の
一
環
と

し
て
、
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
バ
ス
料

金
を
無
料
に
で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　
市
と
し

て
は
、
高
齢
者
や
子
育
て

世
代
の
重
要
な
交
通
手
段

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
１
０
０
円
の
均
一
料

金
を
維
持
し
て
い
る
状
況
。

　学
習
支
援
に
活
用
し
て
は

を
全
市
的
に
募
集
し
て
は
。

住
ん
だ
方
は
、
退
職

後
に
地
域
で
孤
立
し

が
ち
で
あ
る
。
シ
ニ

ア
男
性
の
地
域
交
流

や
健
康
づ
く
り
の
た

め
に
、
シ
ニ
ア
男
性

▶
さ
い
た
ま
市
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）
募
集
の

チ
ラ
シ
。
平
成
26
年
度
は
12
月
現
在
、
約

１
７
０
名
の
大
学
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

（
提
供
：
さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
）

シ
ニ
ア
男
性
の
子
育
て

人
材
養
成
事
業

と
の
打
ち
合
わ
せ
は
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
情
報

漏
洩
対
策
は
②
閉
庁
後
の

市
庁
舎
へ
の
出
入
り
の
管

理
は
。

財
務
部
長　
①
内
容
や
状

況
に
応
じ
て
会
議
室
を
案

内
す
る
等
の
さ
ら
な
る
配

慮
を
行
う
②
出
退
確
認
を

再
度
徹
底
す
る
。
戸
田
市

庁
舎
管
理
規
則
に
お
け
る

明
文
化
も
十
分
に
検
討
す

る
。

市
庁
舎
内
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
聴
覚
障
が
い
者
の
窓

口
対
応
の
た
め
、
無

線
振
動
呼
出
器
と
耳

マ
ー
ク
設
置
を
。

Ａ
非
常
に
大
切
。
市
役

所
、
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
で
導
入
検
討
。

◀
駐
車
台
数
が
限
ら
れ
て
い
る
惣
右
衛
門

公
園
サ
ッ
カ
ー
場


